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 ９月２８日発行 

昨日、ロシアのウラジオストクにある International school “Development” が本校を訪れ、2年国

際文科の生徒達と交流しました。まず最初に女子３名が琉舞（豊年でーびる）を披露しました。次に

development 高校によるプレゼンテーションでロシアや学校の紹介をしてくれました。 

その後、グループで交流をしました。ロシア語を教えてもらったり、沖縄の紹介をしたりと楽しく笑顔

で交流している姿が印象的でした。ロシアやウラジオストクに興味を持った生徒も多かったことと思いま

す。司会、演舞、装飾、あいさつなど協力してくれた皆さんありがとうございました。スパシーバ！ 

 

        交流を終えての感想 

私はロシア人の前で沖縄の郷土芸能を披露しました。最初

はロシア人はとてもクールで無表情な人が多くて怖いと

思いました。（笑）でも、話すと意外と明るくて相手側か

らの質問も多く、会話も続いて仲良くなれたと思います。 

 “shy”かなという印象があったけど、笑ったり、話し

かけてくれたりしてくれました。９才の生徒もいてとても

驚きました。皆年齢より大人っぽく見えました。とても驚

いたことは向陽生と話すときは英語で、ロシア人同士で話

すときはロシア語だったことです。普通に 2カ国語を話す

ことができてスゴイ！と思いました。卒業までにもっとた

くさんの国の人と交流したいです。（ かりん ） 

      交流を終えての感想 

 グループになって質問会をするときに、私はグ

ルーさんの隣に座りました。横顔の美しさに感動

しました。 

私は自己紹介する所からとても緊張しました。そ

れからの質問タイムでは英語力のなさに積極的に

質問できずにいましたが、そんな時、目の前にい

た和音さんがさき先生のようにベラベラ喋ってい

るのを見てとてもかっこいいと思いました。だか

ら、これから ENGAGE をもっとやろうと思います。


